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Ⅰ 倉庫群活用の前提条件 

１ 倉庫群の劣化・耐震性調査に基づく活用方針 

 

 

  

建物名 
劣化・

耐力度

施設利用の考え方（案） 

「劣化・耐震性調査」報告書より 
活用方針 

旧澱粉工場 
 

 
○ 

構造補強を行った上で、「集会所（交流施設）の用途」を予

定。 
用途変更し活用

肥料新倉庫 
 

 
◎ 構造補強を行った上で、「工場・作業所の用途」を予定。 用途変更し活用

１号倉庫 
 

 
○ 

将来的に倉庫用途以外の利用を可能とする補強工事を行う

が、「当面は、倉庫用途のまま」で利用。 

倉庫用途のまま

活用 

２号倉庫 
 

 
× 

「倉庫用途のまま」、かつ現状の建物沈み・歪みのままで、

雨漏り箇所・傷みの激しい箇所の補修程度。 

倉庫用途のまま

活用 

７号倉庫 
 

 
× 構造補強は不可能な為解体・撤去 解体・撤去 

12 号倉庫 
 

 
△ 構造補強は大規模な為解体・撤去、若しくは倉庫として活用 

倉庫用途のまま

活用 

13 号倉庫 
 

 
△ 構造補強は大規模な為解体・撤去、若しくは倉庫として活用 

倉庫用途のまま

活用 

  

7
号

2
号

1
号

肥
料
新

13号 

12 号 

旧
澱
粉
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Ⅱ 倉庫群の活用内容 

１ 中央倉庫群の目指す姿 

 
  中央倉庫群は、 
 
 
 
 
 

を場のコンセプトとして、 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

場となることを目指すとともに、 

「出来ることから始め、少しずつ進化する倉庫群」 

を目指します。 
 

自己実現を果たす 

ニセコ町に暮らす町民にとって 

真の豊かさを追い求めるこだわりを持ったニセコらしいライフスタイルを実現

する人々が集まる創造・交流の拠点となる。 

○こだわりの道具やモノを入手できる 

○知識や技術を習得・伝承する 

○作品や成果を披露・発表する 

 

次の世代を担う 

子ども達にとって 
ニセコらしいライフスタイルの価値観を持った人々が集う環境で成長すること

によって、ニセコスタイルのセンスが磨かれる。 

        ○ニセコならではの日常の遊び 

        ○ニセコの文化芸術に触れる 

 

観光客・来訪者、 
ニセコに移住を考えている人にとって 

 気軽に立ち寄り、ニセコスタイルを体験できる情報・憩い・交流の拠点となる。

        ○ニセコスタイルのセンスの良いモノが揃う 

        ○ニセコならではの体験ができる 

        ○地元の人との時間を共有し、くつろぎ、語らえる 

－ニセコライフスタイル 

提案・体験・実現空間－

ニセコスタイル 

・自然と向き合い 

・環境に溶け込み 

・真の豊かさを追い求め 

自己を実現する。
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■ 中央倉庫群の目指す場のイメージ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

ニセコらしい 

ライフスタイ

ルの実現 

ニセコスタイ

ル の セ ン ス

の研磨

ニセコスタイ

ルの体験 

豊かさを求めた

こだわりの暮らし

ニセコ文化に触れる 

日々の遊びと共に 

真の豊かさを知る 

ニセコの人とのふれあい

ニセコらしく 

ニセコならでは    の 楽しさ、豊かさ、うるおい、ふれあい 

ニセコだからこそ
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２ 中央倉庫群全体の担う機能 

 
 
 
 
 
 
 
 
（１）必須基本機能 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）効果促進機能 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

習得 創造 

 
披露 

 

発表 

情報 

交流 

調達 
● ものづくり人がセレクトした「ニセコスタイルショップ」 

● ものづくり人の作品・加工品を販売する「ものづくり人サテライトショップ」

● 誰もが創作活動に打ち込める「創作スタジオ」 

● ものづくり人を育成する創作と展示・販売の場「クリエーターズスタジオ」

● ニセコでのものづくりを体験する「ものづくり体験スタジオ」 

● 

● 文化芸術活動を披露・発表する屋内空間「ホール・ギャラリー」 

● 文化芸術活動を披露・発表する野外空間「多目的空間」 

● 地産地消の地域食を発信する「地域フードカフェ」 

● ものづくり産業・文化の紹介を中心とした「ニセコまち案内」 

● ニセコ文化を感じながら、くつろぎ、ふれあえる「交流空間（屋内・野外）」

● 小さな子どもを安心して遊ばせられる「キッズプレイルーム」 

伝承 

 

ソフト 
○ 訪れた人にニセコのまちを案内する「コンシェルジュ」 

○ 子連れの来訪者のエリア内活動を支援する「子育て支援」 

 

ハード 

● 来訪者の長期滞在を可能とする「宿泊施設」 

● ニセコ町民、来訪者のニーズに応えた「地元密着型の店舗」 

● 倉庫群の管理・運営に利用する「共同倉庫」 

 ニセコ地域の様々な資源（人・モノ・文化・歴史・産業など）を大事にしなが

ら、ニセコの新しい魅力を創り出す創造と交流の拠点となり、ニセコ町全

体の賑わいの創出と観光、文化の振興に貢献するエリアとしていきます。



Ⅱ 倉庫群の活用内容 

- 5 - 
 

３ 建物ごとの活用内容 

（１）倉庫群の活用内容（例） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
民間企業の投資・運営による事業 

公設民営による事業 

●ニセコまち案内（コンシェルジュ） 

●屋内交流空間＆ホール・ギャラリー 

●ものづくり体験スタジオ 

●地域フードカフェ 
●ニセコスタイルショップ 

●ものづくり人サテライトショップ 

●キッズプレイルーム（子育て支援） 

●ワークステーション（創作活動支援） 

旧澱粉工場 ▼  （仮）ニセコポータルセンター 

●貸し共同スタジオ 

●クリエーターズスタジオ 

●ホール・ギャラリー 

肥料新倉庫 ▼  （仮）ものづくり人育成スタジオ

※倉庫機能として活用 

12 号・13 号倉庫 ▼  共同倉庫 ＞ 民間誘致 

●交流＆多目的広場 

（交流・休憩・イベント・アート）

屋外広場 ▼  （仮）パブリックガーデン

※補強のうえ、倉庫機能として活用 

２号倉庫 ▼  共同倉庫 ＞ 民間誘致 

※売り主側で解体・撤去 

○倉庫並びの記憶を伝えるシルエット整備 

７号倉庫 ▼  （解体撤去） ＞ シルエット整備 

※当面は倉庫用途のまま利用 

●多目的ホール・ステージ 

１号倉庫 ▼  ホール・ステージ 

●将来的に、地元町民、来訪者、観光客のニーズに応えた機能を有する企業を誘致 

・利用者のニーズに応えた宿泊機能（ホテル・レジデンス 宿泊機能） 

・ニセコに軸足を置いた地域密着型の店舗                    など 
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（２）各施設の具体的活用内容（例） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 

 

◎施設全体が交流空間としての機能を持ち、多目的に利用

出来るホール・ギャラリーを中心に所々に地元アーティ

ストやクリエーターの作品を展示し、作品に触れてもら

うことができる。 

◎休憩施設を整え、子どもも大人もゆったりと過ごせる交

流空間を提供。 

◎照明設備を備え、自由度の高い空間利用により、アーテ

ィストの個展・作品展に活用。 

◎個展ギャラリー等の企画・営業を行い、ギャラリー利用

の向上を図る。 

 

 

◎ニセコを訪れた人の行動意欲をかき立てる場として、ニ

セコのものづくり情報（場所、モノ、人、感動体験内容）

を中心に、産業、文化芸術、食、人、観光資源などニセ

コの地域資源、まちの特徴や潜在する魅力を伝えるイン

デックス的な機能を設ける。 

 ◎アーティストや各集客施設等との密な情報共有により、

行事や催し、体験メニューなどの着地型情報をリアルタ

イムに受発信。（個展ギャラリー、新作、売り出し、ワー

クショップ、催し、イベント情報など） 

 ○地域ボランティアの協力により、まち案内等のコンシェ

ルジュサービスも実施。 

 ○まち案内希望者と地域ボランティアとのマッチングを実

施。 

旧澱粉工場 ▼  （仮）ニセコポータルセンター 

１）ニセコまち案内（コンシェルジュ） 

公設民営 

 子どもからお年寄り、町の人や来訪者など多様な人々の交流、情報の拠点

となり、ニセコ地域の産業・文化芸術・食・人に触れる施設としての活用を図

ります。 

ニセコ町の活性化の誘導策として、公共による先導した事業展開を図りま

す。 

２）屋内交流空間＆ホール・ギャラリー 

① 
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◎ニセコ在住の多くの趣味人たちが、こだわりを持ってセ

レクトする様々なアイテム（趣味の道具、日用品、食品・

調味料など）の販売。 

◎こだわり情報の紹介文を添えた販売の仕組みにより、ニ

セコ独自のセレクトショップを創出。 

○趣味人によるバイヤー制度等の商品仕入れの仕組みを整

え、入荷、販売。 

 

 

◎こだわりコーヒーや地元野菜やフルーツを使ったフレッ

シュジュース、日替わりランチなど地場産品を使ったメ

ニューを提供し、地元食材をアピール。 

◎来訪者のくつろぎと語らいの場として、気兼ねなく利用

される空間を創出。 

◎管理運営者の直営を基本に、ワンデイシェフなどのテナ

ント運営を企画。 

○地元生産者とのコラボによる地域食の発信など各素材の

旬に応じた企画を検討。 

 

 

◎地元のものづくり人を講師として迎え、地場食材を使っ

た料理や手工芸等の体験教室を実施。 

◎調理体験は、厨房を備えた専用の食スタジオで、手工芸

等の体験はホール・ギャラリーの一角をアートスタジオ

として利用。 

◎地域のものづくり人の協力により様々な体験教室を企

画・運営。 

・親子ワンコインクッキングスクール 

・夏休み工作スクール …etc 

５）ニセコスタイルショップ（セレクトショップ）

３）ものづくり体験スタジオ 

４）地域フードカフェ 
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◎ニセコに拠点を構えて創作活動を行っているものづくり

人のサテライトショップとして、作品・商品を預かり、

展示・販売。 

◎工芸品から食加工品まで幅広く作品・商品を扱い、展示・

販売は、管理運営者側で実施。 

◎ものづくり人のショールームとしての機能も担い、作家

や工房の紹介や案内などを実施。 

◎展示・販売する作品・商品の企画・営業を実施。 

 

 

○コピー機や大型印刷機など、施設内での事務作業やアー

ティストやクリエーターの創作活動等をサポートする機

器のあるワークスペースを設置。 

 

 

◎地元作家の作った木のおもちゃがあちこちに点在するな

ど、施設全体が小さな子連れの親子が、楽しみながら交

流のひとときを過ごせる空間づくりとするが、小さな子

どもが特に安全に遊ぶことのできるキッズプレイルーム

を設ける。 

◎子連れで訪れても、保護者が創作活動などに打ち込める

よう、子どもの一時預かりサービスなど子育て支援業務

を実施。  

７）キッズプレイルーム（子育て支援） 

６）ものづくり人サテライトショップ 

８）ワークステーション（創作活動支援） 
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◎アーティストやクリエーターによるワークショップ、打

合せ、リハーサル、発表、展示など、自由な発想で、自

由な使い方ができる広い空間のホール・ギャラリーを設

置。 

◎ホール・ギャラリーを利用した個展ギャラリーなどの企

画・営業を行い、ギャラリー利用の向上を図る。 

 

 

◎ニセコ在住、又ニセコへの移住を考えているアーティス

トの卵やクリエーターを誘致し、ものづくり人の起業支

援を目的としたテナント型の工房スペース。（４ブース程

度） 

◎アーティストやクリエーターの企画開発、制作、販売、

発信の拠点として活用される。 

◎クリエーターズスタジオに入居するアーティスト、クリ

エーターの誘致・営業を実施。 

 

 

◎アーティストの滞在による創作活動や、地域の人が時間

にとらわれずじっくり講座や創作作業、打合せなどに打

ち込める共同の貸し共同スタジオ。（２ブース程度） 

◎アーティスト・イン・レジデンスなどのアーティストの

長期滞在による創作活動に活用。 

◎貸し共同スタジオの利用の向上のための企画・営業を実

施。 

肥料新倉庫 ▼  ものづくり人育成スタジオ 

１）貸し共同スタジオ 

２）クリエーターズスタジオ 

３）ホール・ギャラリー 

公設民営 

 ニセコに居住する、又集まってくるアーティストやクリエーター等の創

作・発表の拠点とし、ものづくり人を育成し、文化芸術活動をとおしたまち

づくりの活性化を図ります。 

② 
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◎来訪者の憩いや交流の場として、又イベントスペースや

アート作品の屋外展示の場として多様な使い方のできる

多目的広場。 

◎倉庫周辺は修景整備し、居心地の良い空間を演出。 

◎倉庫邑イベントをはじめ、多目的広場を活用した各種イ

ベントの企画・運営を実施。 

  ・野外ライブコンサート 

  ・アートプロジェクト 

  ・スケートボード競技会 …etc 

◎屋外広場の草苅等の維持管理を実施。 

 

 

◎当面は倉庫用途のまま利用 

・臨時的にイベント等のホール利用を図る。 

○将来的には、石造りの雰囲気を活かした多目的型のホー

ル・ステージとして整備・活用。 

 ・音楽コンサート、演劇、練習スタジオ 

 ・講演会、シンポジウム 

 ・ビアガーデン、パーティー会場、結婚式会場 

・産直市、フリーマーケット …etc 

屋外広場 ▼  （仮）パブリックガーデン 

１）交流＆多目的広場 

公設民営 

１号倉庫 ▼  ホール・ステージ 

１）倉庫（ホール・ステージ（臨時利用）） 

公設民営 ③ 

④ 

 

 

◎肥料新倉庫は倉庫群の入り口部分にあたるため、その屋

外は、修景緑化等の魅力的な交流空間を演出する外構整

備を行う。 

○屋内作業に向かないアーティスト（金属工芸等）の屋外

作業場及び展示スペース等としての活用も可能とする。 

４）外構（修景緑化等の魅力空間） 
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○ニセコ町民、来訪者のニーズに応えたサービスを提供す

るとともに、中央倉庫群の活用ルールに則った事業展開

を図る企業を誘致。 

 

 

○宿泊施設は、民間企業の資金力、運営ノウハウを活かした

持続的な経営に期待し、12 号倉庫、13 号倉庫の跡地を

活用して展開する。 

○アーティスト・イン・レジデンスの宿泊機能としての活用

も可能な施設とする。 

 

 

◎中央倉庫群の運営に必要な器材・備品等の保管庫 

  －椅子、机、テント、草苅機、除雪機 …etc 

◎アーティスト等の大型作品やスケートボードランプなど

の大型工作物を収蔵する貸倉庫。 

◎貸し倉庫の利用者の募集。 

 

 

 ○解体撤去し、倉庫群の並びの記憶を伝えるシルエット整

備。 

７号倉庫 ▼  （解体撤去）＞シルエット整備 

12 号・13 号倉庫 ▼  共同倉庫 ＞民間誘致 

１）ホテル・レジデンス 宿泊機能 

２）地域密着型の店舗 

民間企業 

２号倉庫 ▼  共同倉庫 公設民営 

１）収納庫・貸倉庫 

２号倉庫 ▼  共同倉庫 ＞民間誘致 民間企業 

⑤ 

⑥ 

⑦ 

１）記憶の伝承 



Ⅱ 倉庫群の活用内容 

- 12 - 
 

４ 建物改修（案） 

（１）旧澱粉工場 ＞（仮）ニセコポータルセンター 

 
   １階 
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 ２階 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  



Ⅱ 倉庫群の活用内容 

- 14 - 
 

 
（２）肥料新倉庫 ＞（仮）ものづくり人育成スタジオ 
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（３）１号倉庫 ＞倉庫（ホール・ステージ） 
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５ 改修費用概算 

 
 改修（案）に基づく改修費用概算を、以下のとおり整理します。 
 

※消費税相当額を含む金額 （単位：千円）

施設名 

  

延床

面積

（㎡）

建築 

基準法の

建物用途

  

改修工事 

Ａ 

改修工事 

Ｂ 

改修工事 

Ａ＋Ｂ 

の合計 

構造補強 

＋屋根・外壁劣化部改修 

  

断熱気密工事 

＋内部改造 

＋電気設備・機械設備工事 

 合計 

1 肥料新倉庫 503.48 工場 
・梁間 3.6ｍスパンごとに、梁中央

に柱２本を鳥居型に新設（柱の

基礎は新設）。桁方向を梁でつな

ぐ 

32,500 
・工房･便所･給湯室をブース(個

室)区画し､ブース毎に断熱気密

工事(通気層工法)を行い､ブース

単位の個別暖房･換気方式とす

る。 

（建物全体では断熱気密工事、

集中暖房・換気は行わない） 

74,500    107,000 

      ・作業所         

                

                

                

        ・屋根・壁は既存を全て撤去後、

新設 

        

                

        ・壁はガルバリウム版、一部木貼

り 

        

          
・既存窓下位置に断熱窓新設（ブ

ース単位で計 10 箇所） 

      

        ・屋根・壁ともに、通気層は設け

ない 

        

                

        
・ＲＣ腰壁のひび割れ補修 

  
・既存窓を全て、排煙窓タイプに

変更し、自然換気にも利用する 

      

                

                  

            ・自動火災報知設備、非常警報

器、誘導灯を設置する 

      

                  

2 １号倉庫 317.99 倉庫 
・梁方向で鉄骨フレーム６列（基

礎新設）による補強（室内の基礎

工事・鉄骨工事は全て手作業） 

46,000       46,000 

                  

                  

                  

        
・既存開口及び開口跡を利用し

て、スチール製ドアを新設 

          

                  

                  

        ・屋根は既存を全て撤去後、新

設 

          

                  

        ・外壁は洗浄とする           

        ・屋根・壁ともに、通気層は設け

ない 

          

                  

3 ２号倉庫 317.99 倉庫 【参考】       

・雨漏り等箇

所の補修の

みとする 

3,200 

        ・基礎沈下復旧工事 27,000       

        ・鉄骨フレーム（基礎新設）による

構造補強工事 

36,800       

                

        計 63,800       

4 旧澱粉工場 364.41 集会所 ・各梁下中央に柱を新設 33,800 ・オープンスペース（客席面積）と

なる１階・２階の合計面積を 200

㎡未満とする 

84,000    117,800 

        ・屋根・壁は既存を全て撤去後、

新設 

        

                

        ・壁は木羽目板貼り   
（各ｺｰﾅｰをｵｰﾌﾟﾝｽﾍﾟｰｽ対象外と

するために、壁・天井・引き込み

戸で囲んだ区画とする） 

      

        ・屋根・壁ともに、通気層工法と

する 

        

                

                  

            ・床は全て張り替え（主要スペー

スは木フローリング） 

      

                  

            
・窓は全て木製サッシに交換 

      

                  

            
・桁行間隔 12ｍ以内ごとに小屋

裏に準耐火構造の隔壁を設ける

      

                  

                  

            ・自動火災報知設備、非常警報

器、誘導灯を設置する 

      

                  

  リニューアル工事の合計               274,000 
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Ⅲ 倉庫群の運営方法 

１ 運営コンセプト・管理運営ルール 

 

（１）運営コンセプト 

 

地元志向 ニセコの地元にこだわり 

＋ 

外力導入 ニセコファンの外の力を活かして 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）管理・運営ルール 

 

（場の力・記憶の継承） 

ルール１ 地域の歴史的背景、独特の雰囲気を活かす。 

   ・地域の歴史の背景を尊重し、倉庫群の並びや佇まい、雰囲気を損なわない空間づくりに

こだわる。 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ニセコの歴史を語る石造り倉庫、下見板張り

のでんぷん工場の雰囲気を損なわない 

 

 ・施設を改修する際は、既存の趣を残す。

・新しく整備する施設の屋根・外装は、周

辺施設との調和を図る。 

倉庫群の“群”としての価値を継承する 

 

 

 ・施設を新築する際は、既存の倉庫配置に

配慮する。 

・特に旧澱粉工場周辺については、現状の

配置に基づく。 

ニセコ 

スタイル 

場の力・記憶の

継承 
地元資源への 

こだわり 

ニセコの 

イメージの発信

地元活性化 

への貢献 

地元の連携・絆

を重視 

 ニセコスタイル  を追求する 
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（地元資源へのこだわり） 

ルール２ ニセコの資源、素材、人材、技術等を活用する。 

   ・地元の産業や文化と結びついた食材、素材、人材、技術などの地元資源の活用を第一義

とする。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（ニセコのイメージの発信） 

ルール３ ニセコの良さ、魅力、可能性を喚起、誘導するイメージを受発信する。 

   ・町民、来訪者、観光客、ニセコに移住を考えている人、ニセコの魅力を伝えたい全ての

人に、ニセコのライフスタイル、ニセコの住民のセンスの発信を行う。 
 
 
 
 

  

地元産の食材、素材、原料にこだわる 

 

  

 ・使用する食材、素材、材料、原料は、

ニセコ産、ようてい産、北海道産に

こだわる。 

ニセコで活躍する人材と連携し、その技

術を活かす 

  

 ・ものづくり人と連携した事業を展開

する。 

・ニセコに夢を抱いて集まる人を受け

入れ、人材を育む。 

あらゆるメディア、媒体を活用し、多様

な手法で発信する 

   

 ・ラジオニセコ、既存ローカルミニコミ

との連携により発信する。 

・SNS サービス等を積極的に活用して

受発信する。 

情報を共有し、戦略的、一体的に連携し

た情報発信を行う 

  
 
 
 
 

住民、観光客、来訪者、移住希望者への情報発信！ 

 ・管理者、事業者、テナント、活動者、

地域間で情報を共有し、相互に連携

した受発信を行う。 

情報は常に新鮮さを保つ 

 

 

 ・常に情報は 新なものに更新し、新

鮮な情報発信を行う。 

 

催し 
講座 

売り出し 

ｲﾍﾞﾝﾄ ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ

NEW！

○月□日（祝）：・・・・・・・・・ 

新着情報 



 

 

（地元活性化への貢献） 

ルール４ 地元経済への波及、活性化に

   ・地元経済への波及や地元
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（地元の連携・絆を重視） 

ルール５ 人と人、他の団体、他の施設

   ・倉庫群の活動者間、周辺

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

地元経済に貢献する事業運営を行う

 

 ・仕入れや業務発注は、地元の事

を積極的に活用する。 

・地元からの雇用を積極的に行う

地域に人の流れを生む運営を行う 

 

 ・地域のことを知り、人の流れを

案内を行う。 

・地域との関わりを持ったプログ

を積極的に企画する。 

ニセコのまちづくりを担う仲間とし

動者間の連携を大切にする 

 ・それぞれがニセコの町のキャス

しての自覚と仲間意識を持って

する。 

地域とのつながりを大切にする 

 

 ・ニセコ町内の各事業者や施設と

した事業運営を積極的に行う。

・地域とつながるアウトリーチプ

ラムを積極的に企画する。 

積極的に外とつながる 

 

 ・ニセコ以外にいるニセコを応援

くれるサポーターを積極的に巻

む。 

Ⅲ
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に貢献する。 

元雇用の促進、ニセコの活性化に貢献する運営を

設などとの連携、絆を大切にする 。 

辺の施設や事業者と心を一つにした絆を大切にし

 

 

事業者

う。 

  

を促す

グラム

して活

  

ストと

て活動

  

と連携

 

プログ

  

援して

巻き込

 コラボレーション
 

倉庫群 
× 

市街地 

 倉庫群の運営方法 

を行う。 

した運営を行う。 
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２ 民間企業の誘致条件（案） 

 

中央倉庫群の再活用において、民間企業の資金力、運営ノウハウを活かした持続的経営により活性化

の期待できるものについては、民間企業の誘致等、外力導入による事業展開についても検討します。 

ただし、誘致企業は、ニセコ町民、来訪者のニーズに応えたサービスを提供するとともに、中央倉庫

群の管理・運営ルールに則った事業展開を図ることのできる企業とします。 

これまでの議論の中で出された民間企業を誘致する場合の誘致条件（案）を以下に示します。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
民間企業の誘致条件（案） 

 
・地元町民、来訪者、観光客が必要とする機能を有する企業。 

 
・ニセコらしさを活かした事業を行いコンセプト※に貢献できる倉庫群活用を

展開できる企業。 

 
・地元に経済的なメリットをもたらすニセコに軸足を置いた企業。 

例） 

・地元本社・本店（法人税、固定資産税の納税義務）がニセコにある企業。 

・地元採用、地元雇用を行う企業。 

・地元ブランドの商品化を行う企業。 

 
 

※p2-3､p17-19 
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３ 管理・運営体制 

 
（１）地元コントロールの利く管理・運営体制 

「（仮）ニセコポータルセンター」や「（仮）ニセコものづくり人育成スタジオ」等の事業を展開する

倉庫施設の管理・運営は、民間への事業委託を検討します。 
 また、町、運営主体、評価委員会（仮）の連携による地元コントロールの利く管理・運営体制を検討

し、利用者のニーズに応えながら段階的に成長する倉庫群の管理・運営を行います。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（２）倉庫群管理・運営の業務内容 

想定される業務内容を以下のとおり整理します。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

主な業務内容 対応する人材 

① 倉庫群の総合管理業務  

  

●修景・維持・清掃管理  

・建物内外の清掃、管理 ﾊﾟｰﾄ・ｱﾙﾊﾞｲﾄ 

・屋外パブリックガーデンの草苅り、清掃管理 外部委託 

・冬期間の除雪 外部委託 

  
●事務業務  

・倉庫群評価委員会（仮）への管理・運営の実績報告 職員 

・コピー機利用などワークステーション利用の管理 職員 

  

  

② 倉庫群活用のマネジメント業務  

  

●情報の受発信業務  

・行事や催し、体験メニューなどの着地型情報の受発信。 職員 

・各種企画催しのチラシ、ポスター制作 職員 

・各種企画催しの情報発信（ホームページ、ブログ、SNS 等） 職員 

倉庫建物、内部空間を借
りたい人、団体、事業者
(民間企業)等 

利用者 

原則有料で利用 

(家賃・使用料等)

原則無料、一部有料で利用 

(物販・飲食等は有料) 
ニーズの把握による改善

（段階的計画による成長）

【倉庫群】町： 

「倉庫群」を所有、施設建物、設備

機器、周辺環境を公共として整備

し、運営管理を運営主体へ委託 

運営主体：NPO 法人等 

町から受託し、「倉庫群」の運営・

管理を行う 

評価委員会(仮)： 

運営主体よる「倉庫群」の運営・

管理を第三者機関として評価

し、町へ報告 

受 託 

委 託 

報 告

評 価
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主な業務内容 対応する人材 

●コンシェルジュコーディネート業務  

・ｺﾝｼｪﾙｼﾞｭﾎﾞﾗﾝﾃｨｱとまち案内希望者のマッチングを支援。 職員 

・ｺﾝｼｪﾙｼﾞｭﾎﾞﾗﾝﾃｨｱとの協働によるまち案内コース等の企画。 職員 

・まち案内希望者へのまち案内 ボランティア 

  

●地域フードカフェ運営業務  

・地域フードカフェの運営。（調理・配膳） 職員・ｱﾙﾊﾞｲﾄ 

・地域フードカフェのワンデイシェフテナント等の企画・運営。 職員 

  

●展示・販売業務  

・ニセコスタイルショップ、サテライトショップの運営。（販売） ﾊﾟｰﾄ・ｱﾙﾊﾞｲﾄ 

・バイヤーの協力によるニセコスタイルショップの商品の仕入れ。（バ

イヤー会議開催） 
職員 

・サテライトショップの展示・販売物の交渉、仕入れ。 職員 

・オリジナルグッズの企画・開発・商品化 職員 

  

●施設利用の企画・運営・営業  

・自主企画イベント／ライブコンサート等の企画・運営 職員 

・アートプロジェクトの企画・運営・マネジメント（インスタレーショ

ン、アーティスト・イン・レジデンス、コミュニティアート） 
職員 

・ホール・ギャラリーでの個展ギャラリー等の企画・営業。 職員 

・手工芸等のものづくり体験教室の企画・運営。 職員 

・旬の食材を使った料理教室等の企画・運営。 職員 

・貸し共同スタジオの利用企画・営業、募集。 職員 

・クリエーターズスタジオのテナント募集、誘致・営業。 職員 

・公共主催のイベント等の受託運営（シンポジウム、講演会、･展示会

等） 
職員 

  

●子育て支援業務  

・子どもの一時預かり保育 ﾊﾟｰﾄ（保育士） 

・親子交流プログラムの企画・運営 職員 

  

●貸し倉庫業務  

・共同倉庫の鍵の管理 職員 

・貸し倉庫利用者の募集、営業 職員 

  

など  
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（３）必要な人材・人員体制 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

スタッフ区分 配置・主な業務 人件費 

管理職員 A ・施設全体の管理責任者 
・主に企画・営業を担当 
・管理・運営の実績報告 
・自主企画ｲﾍﾞﾝﾄ/ﾗｲﾌﾞｺﾝｻｰﾄ、ｱｰﾄﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ、個展

ｷﾞｬﾗﾘｰ、ものづくり体験教室、料理教室等の企

画・営業 
・貸し共同スタジオの利用企画・営業 
・ｸﾘｴｰﾀｰｽﾞｽﾀｼﾞｵのﾃﾅﾝﾝﾄｸﾘｴｰﾀｰ募集、誘致・営業 
・ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ、講演会等イベント等の受託営業 
・オリジナルグッズの企画・開発・商品化 
・貸し倉庫利用者の募集、営業 
 

4,800 千円

（400 千円/月×12 月）

職員 B 
 

・主にホール・ギャラリー、スタジオ等の管理・

運営を担当 
・情報受発信・ｺﾝｼｪﾙｼﾞｭｺｰﾃﾞｨﾈｰﾄ業務全般 
・自主企画ｲﾍﾞﾝﾄ/ﾗｲﾌﾞｺﾝｻｰﾄ、個展ｷﾞｬﾗﾘｰ、ものづ

くり体験教室等の企画・運営 
・貸共同ｽﾀｼﾞｵ・ｸﾘｴｰﾀｰｽﾞｽﾀｼﾞｵの利用管理 
・ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ、講演会等イベント等の受託運営 
・親子交流プログラムの企画運営 
・コピー機等ワークステーション利用の管理 
・貸し倉庫の管理 
 

2,400 千円

（200 千円/月×12 月）

職員 C ・主に地域フードカフェの管理・運営を担当 
・地域フードカフェ運営業務全般 
・展示・販売業務全般（仕入れ、販売） 
・地場食材の料理教室等の企画・運営 
 

2,400 千円

（200 千円/月×12 月）

ﾊﾟｰﾄ･ｱﾙﾊﾞｲﾄ A 
（保育士） 
 

・主に職員 B のサポート 
・建物内の清掃、ホール管理 
・子どもの一時預かり保育 
 

1,560 千円

（≒750 円/h×7h×25 日×

12 月）

ﾊﾟｰﾄ･ｱﾙﾊﾞｲﾄ B ・主に職員 C のサポート 
・地域フードカフェ調理・配膳 
・ｽﾀｲﾙｼｮｯﾌﾟ、ｻﾃﾗｲﾄｼｮｯﾌﾟの物販 
 

1,560 千円

（≒750 円/h×7h×25 日×

12 月）

計  12,720 千円

外部委託 ・屋外の草苅り、清掃 
・冬季の除雪 
・屋根の雪下し（１・２号倉庫に必要） 
 

1,440 千円

（草苅≒4000円/h×3h×4日

×2 人×5 月＝480 千円）

（除雪≒4000 円/h×2h×15
日×2 人×4 月＝960 千円）

※雪下し：別途除雪費相当額

ボランティア ・コンシェルジュボランティア 
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４ 収支計画（例） 

 
（１）１年目：旧澱粉工場活用 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

区分 項目 詳細 
金額 

（千円）
計 

（千円）

支出 人件費 人件費（正職員３名） 9,600 11,000
法定福利費 1,250
福利厚生 150

事業支出 地域フードカフェ仕入経費（原価率３割） 1,080 6,130
ｽﾀｲﾙｼｮｯﾌﾟ・ｸﾞｯｽﾞ仕入経費（原価率５割） 900
自主企画/催し経費（経費率７割） 2,100
ものづくり体験教室経費（経費率７割） 420
地場食材の料理体験教室経費（経費率７割） 210
受託イベント経費（経費率７割） 700
指定管理事業外注費（草苅り、除雪） 720

会報 チラシ印刷、会報発行経費、寄付金募集経費 140 140
水道光熱費 上下水道、電気、ガス、燃料費（100 千円/月×12 ヶ月＝） 1,200 2,200
通信費 冬期間の暖房費（200 千円/月×5 ヶ月＝） 1,000  
リース料 固定電話・（ネット接続は町負担）（40 千×12 ヶ月＝） 480 480
旅費・交通費 コピー機等リース（25 千円/月×12 ヶ月＝） 300 300
公租公課 営業関連旅費・交通費等（80 千円/月×12 ヶ月＝） 960 960
消耗品費 諸費税支払い・印紙代等 530 530
雑費 事務用品・トイレットペーパー等（40 千円×12 ヶ月＝） 480 480

支出計 22,320
収入 指定管理費 ※正職員人件費相当額 11,000 11,000

事業収入 地域フードカフェ事業（300 千円×12 ヶ月＝） 3,600 10,610
ｽﾀｲﾙｼｮｯﾌﾟ・ｻﾃﾗｲﾄｼｮｯﾌﾟ・ｸﾞｯｽﾞ・物販（150 千円×12 ヶ月） 1,800
自主企画/催し事業収入(ｺﾝｻｰﾄ等）（2.5 千円×100 人×12 回＝） 3,000
ものづくり体験教室収入（500 円×30 人×40 回＝） 600
地場食材の料理体験教室収入（500 円×15 人×40 回＝） 300
受託イベント収入（100 千×10 回＝） 1,000
子育て支援事業（1 千円×2 人×8 日×12 月≒） 190
ギャラリー利用収入（10 千円×12 月） 120
  
  

会費・寄付金等 会費（サポーター会員 100 名）（3 千円×100 人＝） 300 700
寄付金（1 千円×300 人＝） 300
募金 100

その他 利息・雑収入 10 10
収入計 22,320
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（２）３年目以降：旧澱粉工場＋肥料新倉庫＋１号倉庫＋２号倉庫 活用 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

区分 項目 詳細 
金額 

（千円）
計 

（千円）

支出 人件費 人件費（職員３名＋ﾊﾟ-ﾄ２名） 12,720 14,120
法定福利費 1,250
福利厚生 150

事業支出 地域フードカフェ仕入経費（原価率３割） 1,800 10,705
ｽﾀｲﾙｼｮｯﾌﾟ・ｸﾞｯｽﾞ仕入経費（原価率５割） 1,500
自主企画/催し経費（経費率７割） 3,360
ものづくり体験教室経費（経費率７割） 630
地場食材の料理体験教室経費（経費率７割） 315
受託イベント経費（経費率７割） 700
指定管理事業外注費（草苅り、除雪、雪下し） 2,400

会報 チラシ印刷、会報発行経費、寄付金募集経費 280 280
水道光熱費 上下水道、電気、ガス、燃料費（200 千円/月×12 ヶ月＝） 2,400 4,400
通信費 冬期間の暖房費（400 千円/月×5 ヶ月＝） 2,000  

リース料 固定電話・（ネット接続は町負担）（40 千×12 ヶ月＝） 480 480
旅費・交通費 コピー機・大型プリンター等リース（60 千円/月×12 ヶ月＝） 720 720
公租公課 営業関連旅費・交通費等（12 千円/月×12 ヶ月＝） 1,440 1440
消耗品費 諸費税支払い・印紙代等 1,110 1110
雑費 事務用品・トイレットペーパー等（60 千円×12 ヶ月＝） 720 720

支出計 34,175
収入 指定管理費 ※正職員人件費相当額 11,000 11,000

事業収入 地域フードカフェ事業（450 千円×12 ヶ月＝） 6,000 22,170
ｽﾀｲﾙｼｮｯﾌﾟ・ｻﾃﾗｲﾄｼｮｯﾌﾟ・ｸﾞｯｽﾞ・物販（200 千円×12 ヶ月） 3,000
自主企画/催し事業(ｺﾝｻｰﾄ等）（2.5 千円×100 人×12 回）＋（1.5 千円×100 人×12 回） 4,800
ものづくり体験教室収入（500 円×30 人×60 回＝） 900
地場食材の料理体験教室収入（500 円×15 人×60 回＝） 450
受託イベント収入（100 千×10 回＝） 1,000
子育て支援事業（1 千円×4 人×8 日×12 月≒） 380
ギャラリー利用収入（10 千円×2 回×12 月） 240
貸し共同スタジオ収入（1 千円/日×10 人×25 日×12 ヶ月） 3,000
クリエーターズスタジオ（20 千円×4 ブース×12 ヶ月＝） 1,200
貸し倉庫（2 千円/月×50 人×12 ヶ月＝） 1,200

会費・寄付金等 会費（サポーター会員 200 名） 600 1,000
寄付金 300
募金 100

その他 利息・雑収入 10 10
収入計 34,180
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Ⅳ 管理・運営主体の選定 

１ 選定の方法 

 

（１）管理・運営主体の選定の条件 

管理・運営を委託する指定管理者の選定にあたっては、「公募」という手続きを踏み、公平性を確保

した選定を行います。 
 
（２）管理・運営者に求める条件（案） 

 倉庫群の管理・運営者に求める条件（案）を次のとおり整理します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（３）組織公募・個人公募のメリット、デメリット 

 公募の参考として、「組織を公募し初年度から委託する場合」と「個人を公募し当初は町の直営を行

う場合」のメリット、デメリットを整理します。 

 組織を公募し初年度から委託する場合 個人を公募し当初は町の直営を行う場合

オープン前

の準備段階 

○組織のネットワークを活かした企画・

営業力の提案が期待できる。 

×管理運営者に求める条件を満たす組織

を探し出すのが困難。 

 

○管理・運営者に求める条件を満たした

個人を探すことで足りる。 

○準備期間での企画調整が容易。 

×準備期間から職員を雇用する必要があ

る。 

オープン～

運営段階 

○オープンと同時に管理・運営を任せる

ことができる。 

×定期的な報告に基づく軌道修正になら

ざるを得ない。 

○目指すべきレベルを行政が示すことが

できる。 

○細やかな軌道修正が容易。 

○少しずつ運営の実績を積み上げること

で、軌道に乗るまでの過大となりがち

な指定管理費を抑制できる。 

指定管理者

の更新時期 

○実績のある組織に対する指定管理の更

新が容易。 

×指定管理者による運営委託へ移行する

時に、改めて公募による組織の選定が

必要となる。 

○：メリット  ×：デメリット 

 
管理・運営者に求める条件（案） 

 
・コンセプト※を理解し、それらを遵守した管理・運営を行えること。 

 

・自ら企画・営業する行動力、情熱があること。 

 

・利益の追求だけでなく、町民福祉、まちづくりの視点を持って地域貢献でき

ること。 

 

※p2-3､p17-19
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（４）オープン当初を町の直営とした場合のフロー（例） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

倉
庫
群
運
営
の
準
備 

管
理
運
営
ス
タ
ッ
フ
の
公
募
検
討

平
成
29
年
度 
平
成
27
～
28
年
度 

平
成
26
年
度 

平
成
25
年
度 

倉
庫
群
の
管
理
・
運
営 

【公募】：職員 A 級スタッフの募集 
  職員 A 級：1 名 

：主に企画･営業を担当 
 
※H26 年度からの契約職員として募

集 
 
 

【準備】：H27 年のオープン準備 

公募職員 A：1 名、役場職員：1 名 
 
【公募】：職員 B･C 級スタッフの公募

 職員 B･C 級：1 名 
：主にﾎｰﾙ､ｶﾌｪ等の運営を担当

※友の会入会必須 
 

平
成
26
年
（
～
3
月
）

【H27】 

旧澱粉工場オープン 

【H28】 

肥料新倉庫オープン 

【運営体制】3 名体制 

公募職員：2 名、役場職員：1 名 

・倉庫邑開催後より年度末にかけ

て、倉庫群活用の運営スタッフ

（職員 A 級）を HP 等で一般公

募 

・公募時に企画・営業のプレゼン

テーションを求める 

・倉庫群の目指す姿、趣旨、活

動内容を掲示 
・審査基準 

・役場職員と公募職員 A による

H27 年の事業計画の作成、企

画・営業 

・H27 年からの実働運営スタッフ

（職員 B･C 級）を募集 

・職員３名体制で直営運営スター

ト 

・町直営２～３年実施後、法人化

 

・町直営２～３年実施後、法人

化し運営委託 

 

【公募・委託】 

 指定管理者の公募及び委託 

 

管
理
運
営
の
準
備 

町
直
営
に
よ
る
管
理
運
営 

指
定
管
理
者
に
よ
る
管
理
運
営 

平
成
26
年
（
4
月
～
） 

平
成
27
年
（
4
月
～
） 

平
成
29
年
（
4
月
～
）

・町民株主出資等新しい公共の

仕組みを検討 
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Ⅴ 実証事業（倉庫邑） 

１ 実証事業（倉庫邑）の概要 

 
（１）開催概要 

開催日時 平成 24 年７月８日（日） 10:00～18:00 
会 場 中央倉庫群 旧澱粉工場とその周辺 
来場者数 約 1,800 人 
内 容 ◆ものづくり体験・販売・展示（アート・工芸・写真）：参加・協力 16 組 

◆スケートボード体験：ランプ提供 1 組 
◆音楽演奏：出演者 8 組 
◆各店こだわりフード：出店 14 組 

合計 39 組 参加 
主 催 ニセコ倉庫邑実行委員会（実行委員長：小野剛良） 
協 力 ようてい農協、がらすギャラリー童夢、らくだ、minamina、ニセコバス、綺羅乃湯、ラ

ジオニセコ、有島記念館 
 
 
（２）開催の目的・趣旨 

 

 平成 23年度は 

・倉庫群の空間をどう使えるのかという可能性を検証。 

・倉庫群の再活用に関して町内外に広く周知 

・事務局を中心とした準備により開催。 

 

 

平成 24 年度は 

・町民と検討してきたことを踏まえて倉庫群活用の検証を行う。 

・倉庫群を実際に活用する活動者を想定し活用を体験してもらう。 

＜狙い・目的＞ 

・活用を体験してもらうことにより、その手応えを感じてもらう。 

・活動者をイベントの主体者として巻き込み、活発なアイディア、活動者のネットワークによる多

くの協力、PRに期待。 

・活用する側からの視点で課題を洗い出す。→実施設計に反映。 

・その後の運営主体の選定をにらみ、倉庫群活用の可能性をＰＲ。 

→運営してみたいと思う運営希望者の掘り起こし。 
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（３）当日の様子 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

屋内会場全景 ものづくり体験 ものづくり体験 

札幌市立大のインスタレーション ものづくり人店舗 音楽演奏 

屋内会場入り口 フードテナント 休憩コーナー 

車輌のフードテナント 野菜販売コーナー 屋外会場全景 

本部席ヨーヨーコーナー 鍛冶屋体験 スケートボードランプ 
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～「ニセコ倉庫邑 2012」～ 

アンケート調査報告書

２ アンケート調査 

 
 
 
 
 

 
 

平成 24 年度 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目  次 

 

 

１．ニセコ倉庫邑 2012 来訪者アンケート調査・・・・・・・・・・・・・・・・・32 

 

２．ニセコ倉庫邑 2012 出展・出演者アンケート調査・・・・・・・・・・・・・・45 
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１．ニセコ倉庫邑 2012 来訪者アンケート調査 

 
１－１．調査の目的 

 本調査は、ニセコ中央倉庫群の再活用に向けた実証実験プログラム「ニセコ倉庫邑 2012」に訪れた

来訪者を対象にアンケートを実施し、実際の倉庫群利用のイベントを通じて感じた感想や意見を伺い、

中央倉庫群の今後の再利用の参考とするものです。 
 
１－２．調査の実施概要 

 

◆調査実施日 ： 平成 24 年 7 月 8 日（日）  
◆配布・回収法 ： 会場での各ブースや展示会場にアンケート用紙を設置配布、ボックス回収 
◆調査対象と回収数  

来訪者数 1,800 人 
回収数 104 通 

 
 
 

１－３．調査内容 

 

 （１）「倉庫邑」イベントについて[問１,問２] 

   イベントに参加したきっかけと、印象に残ったイベントを調査し、今後の倉庫群の 

活用の条件を知る。 

   ・イベントをどの様に知ったか（複数選択） 

   ・イベントに参加しようと思った理由（自由意見） 

   ・イベントで楽しかった、印象に残ったコーナー（複数選択） 

   ・特に印象に残ったイベントに対する感想や意見（自由意見） 

  
 （２）「倉庫群」の再活用について[問３] 

   来訪者の立場としての倉庫群の活用方法。 

   ・活用の内容、活用頻度、活用のために必要な条件（自由意見） 
 
 （３）来訪者の性別、年齢、一緒に来た人との人数と関係[問４] 

   ・イベントに興味、関心のある人の年齢層（一問一答）[問４－１~４－５] 
・来訪者が一緒に参加した人との関係[問４－６] 
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１－４．来訪者アンケート結果集計 
 

問１．この「倉庫邑」のイベントを、何でお知りになりましたか。また、イベントに参加しようと思っ

た理由（お目当て）は何ですか？(複数回答) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○年代別のイベントを知ったきっかけ(複数回答) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

問1　イベントを知ったきっかけ

2人

5人

7人

11人

12人

12人

13人

15人

24人

45人

新聞記事

その他のラジオ

その他

ホームページ

ラジオニセコ

ポスター

町広報の折り込み

Facebooｋ

チラシ

知人・友人

n=4 n=9 n=5 n=47 n=13 n=12 n=11 n=2 n=1 n=104
2 6 3 20 7 4 3 0 0 45

50.0% 66.7% 60.0% 42.6% 53.8% 33.3% 27.3% 0.0% 0.0% 43.3%
0 2 0 12 3 4 2 1 0 24

0.0% 22.2% 0.0% 25.5% 23.1% 33.3% 18.2% 50.0% 0.0% 23.1%
0 2 0 9 2 1 0 0 1 15

0.0% 22.2% 0.0% 19.1% 15.4% 8.3% 0.0% 0.0% 100.0% 14.4%
0 0 1 4 2 3 2 1 0 13

0.0% 0.0% 20.0% 8.5% 15.4% 25.0% 18.2% 50.0% 0.0% 12.5%
0 0 0 6 2 2 1 0 1 12

0.0% 0.0% 0.0% 12.8% 15.4% 15.4% 9.1% 0.0% 100.0% 11.5%
0 0 0 1 3 4 4 0 0 12

0.0% 0.0% 0.0% 2.1% 23.1% 30.8% 36.4% 0.0% 0.0% 11.5%
0 0 1 5 1 4 0 0 0 11

0.0% 0.0% 20.0% 10.6% 7.7% 30.8% 0.0% 0.0% 0.0% 10.6%
2 0 0 2 1 0 2 0 0 7

50.0% 0.0% 0.0% 4.3% 7.7% 0.0% 18.2% 0.0% 0.0% 6.7%
0 0 0 1 0 1 2 1 0 5

0.0% 0.0% 0.0% 2.1% 0.0% 7.7% 18.2% 50.0% 0.0% 4.8%
0 0 0 1 0 1 0 0 0 2

0.0% 0.0% 0.0% 2.1% 0.0% 7.7% 0.0% 0.0% 0.0% 1.9%

合計
70代
以上

町広報の折
込み

その他
のラジオ

50代10代
10歳
未満

20代 無回答

ホーム
ページ

40代 60代30代

チラシ

知人・友人

ポスター

その他

新聞記事

ラジオ
ニセコ

Facebooｋ

知人・友人から、イベントを知ったは４割以上。 

「チラシ」「Facebook」も有効。 
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問１ 参加しようと思った理由（回答数 81 名） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○ランページを見に。出店を見たくて 
○色々なお店を見てみたい 
○どんな感じかと思ってスケートランプ見たかった 
○スケートランプ         ○倉庫の中を見てみたかった 
○楽しそうだから ヨーヨー 

○楽しそうだったので       ○素敵なイベントだと思ったので 
○お祭り楽しそうだから      ○面白そうだらか 
○初めて、こんなのを見てみたかった 
○近所だしおもしろそうなので。 
○夫に誘われた。美味しそうなものもありそうだし、おもしろい  
ものもありそうなので 

○近いし面白そうだったので    ○子供が楽しめそうだった 
○おもしろそうだと思った     ○楽しそうと思ったから 
○知人の Face book を見て楽しそうだったので 
○地元が盛り上がるイベントに興味があった 

イベント内容が 

○楽しそう、面白そう

○子供が楽しめそう！

○ライブ             ○まっちゃん Toooｋ その他 
○バンド演奏           ○竹内バンド 
○知り合いのライブ        ○バンドで出演しました 
○バンド参加の誘いがあったから 

○音楽への興味関心 

○昼食              ○おいしい物を食べたい 
○Bunarin café のコーヒーを飲む 
○地元のお店が集まるので     ○Food やさん 
○食べ物、コーヒー        ○食事 

○アートクラフトの出展作品をみること 
○体験アロマ、ストラップ、たべもの 
○鍛治体験できると聞いたから 
○ものづくり人を見たかった（会いたかった） 
○ものづくりの体験ができるから 

○アート体験への興味 

○ものづくり人に 

会いたい、見たい 

●イベント内容への興味 

○一度行ってみたかった      ○興味があったので 
○どのような事が行われているのか 
○どの様に活用されているのか知りたいと思った 
○興味 どんなことをしているのか 
○自然なものがいっぱいで興味があったので 
○近くで興味があったから 

○スケートランプや 

出店・倉庫を見たい 

○どんな風に会場を使

ってるのか知りたい

○食べ物への興味関心 

○人気は地元の出店 
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○倉庫邑には色々と関係を持ちましたので、 
○友人に誘われたから       ○知人が出ているから 
○親と一緒だから         ○誘われたから         
○父親 
○お父さんにつれてってもらった  ○知人がいるから 
○ドライブがてらどのようなものか見てみようと思いました 
○友人に誘われました。日曜日だし、夏のあたたかい時期なので、  
ドライブがてら参加しました。 

○家族、知人がいるから

きた 

○ドライブがてらの寄 

る人もあり 

●知人がいるから 
誘われたから 

○何となく            ○初めて 
○刺激を受けそうだから      ○近所だから         
○出展の為            ○出展の為（ギャラリー風山庵） 
○ノースウェーブ         ○人との交流 
○ニセコにも函館、小樽のような場所があればと 

○刺激を受けそう 

○近所で近いから 

○人との交流も求めて

いる 

●その他 参加の理由と感想 
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問２．本日のイベントで、楽しかった、印象に残ったコーナーはなんですか（複数回答） 

 
○年代別、印象に残ったイベント 

n=4 n=9 n=5 n=47 n=13 n=12 n=11 n=2 n=1 n=104
2 5 3 26 5 5 3 0 0 49

50.0% 55.6% 60.0% 55.3% 38.5% 41.7% 27.3% 0.0% 0.0% 47.1%
1 4 2 13 4 5 7 1 0 37

25.0% 44.4% 40.0% 27.7% 30.8% 41.7% 63.6% 50.0% 0.0% 35.6%
4 0 1 12 2 4 4 1 1 29

100.0% 0.0% 20.0% 25.5% 15.4% 33.3% 36.4% 50.0% 100.0% 27.9%
1 1 0 18 3 1 3 0 0 27

25.0% 11.1% 0.0% 38.3% 23.1% 8.3% 27.3% 0.0% 0.0% 26.0%
0 2 1 8 3 6 6 0 0 26

0.0% 22.2% 20.0% 17.0% 23.1% 50.0% 54.5% 0.0% 0.0% 25.0%
0 1 0 10 4 5 2 0 0 22

0.0% 11.1% 0.0% 21.3% 30.8% 41.7% 18.2% 0.0% 0.0% 21.2%
1 1 1 9 1 1 2 0 0 16

25.0% 11.1% 20.0% 19.1% 7.7% 8.3% 18.2% 0.0% 0.0% 15.4%
2 0 0 3 0 0 0 1 0 6

50.0% 0.0% 0.0% 6.4% 0.0% 0.0% 0.0% 50.0% 0.0% 5.8%
0 0 0 0 3 0 0 1 1 5

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 23.1% 0.0% 0.0% 50.0% 100.0% 4.8%

工芸作品の
展示・販売

無回答

野菜などの
食品の販売

写真・絵・書
のギャラ
リ

各店こだわ
りの食べ物

スケード
ボード

30代

その他

音楽ステー
ジ

ものづくりの
体験

50代40代
10歳
未満

10代 20代 無回答 合計60代
70代
以上

問２　楽しかった、印象に残ったイベント

6人

16人

22人

26人

27人

29人

37人

49人

その他

野菜などの

食品の販売

ものづくり体験

工芸作品

の展示・販売

スケートボード

写真・絵・書

のギャラリー

音楽ステージ

各店こだわり

の食べ物

「各店のこだわりの食べ物」がもっとも印象的。 

「音楽」、「ギャラリー」、「スケートボード」の評判も良好。 
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問３．この会場の倉庫群一帯を再利用する場合、どんな時に、誰と、どのような体験をしたい、 
または過ごしたいですか（自由記入欄）。回答者数 76名 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○少しずつ”種類”が増えて年に２～３回、イベントになれば 
○イベント 
○町民の方やそれ以外の方たちと今日のようなイベントをして 
○今回のようなイベントなど 
○また来年も是非このイベントをやってほしい 
○毎月一度（一度でなくても）町のお祭りのようなイベント 
○夏場、毎週やってほしい 
○一回限りでなく続けて、月イチとかで 
○子供の夏の思い出になるようなもの 

今回の様なイベント

○イベントの回数を 

増やしたい 

○テーマごとのイベントに利用する 
(MUSIC FESYIVAL, ART FESTIVAL, Exhibition, 

Flee Market, Organic Market) 
○みんなが楽しめる活用を今後も見てみたい 
○お祭りの会場 
○他の倉庫の中も見てみたい。雪の季節、雪を使ったイベントもいいのでは。

冬は外と屋内を逆にして、外で体験、屋内で温かい食べ物なんてどうでし

ょう。来年（次回）は是非、孫を連れてきます。 
○食べ物屋さんがもっとあればいいな（ラーメンやうどんとか） 
○地産地消 
 

新しいイベント 

○「テーマごと」 

○色々な季節で体験し

たい 

○野外コンサート 
○野外コンサート（色んなジャンルを聞いてみたい） 
○ライブステージがなかなか素敵でした。小規模なロックフェスみたいな

こととか、引き語りイベントのようなものが、あったら札幌からでも遊

びにきたいと思います。（43°,SE-NO,武田組など） 
○今回のようにニセコで活躍している、バンドミュージシャンを一挙に観

られるのはとてもよいと思います。 
○イベントギャラリーコンサート（絵画）など、JAZZ ライブが聞きたい。

○月に１回はライブと屋台のんびりできるスペースがあればよいと思う。

○ライジングサンロックフェスのような音楽ライブ。 
○気の合う人と、音楽で参加したい 
○ニセコは特に音楽人が多いので、ライブハウスみたいなのができたら是

非参加したい 

音楽を楽しみたい 

○「野外コンサート」

「ニセコの 

  ミュージシャン」

の音楽が聞きたい 

○「音楽」と「屋台」

を合わせた 

スペースも希望 

●仮設として 

（非日常的に利用したい） 

○映画の鑑賞など 
○建物の構造を立体的に利用して、演劇をやったらおもしろそう 

 ○演劇 

芸術鑑賞 

○倉庫を活用した 

「映画」・「演劇」も見

てみたい 

○キャンプサイト（オートキャンプ） 
○（BBQ スペースとか）。道の駅に来る大勢のお客様をこさせるような 
企画ができればいいですね。 

○ニセコやアウトドアのスポーツ 

アウトドア 
○キャンプ場やバー 

ベキュースペース 
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○倉庫自体、手作り感があるので、やはり体験ができる場所としての活用が

よいのではないか 
○今回と同様に、体験できる感じだと楽しいです 
○ねえちゃんと写真を撮りたかった 
○もうちょっと早く色々体験すればよかったので、来年見てみたい 
○子どもと一緒にできる体験 

今回と同様の 

ものづくり体験 

がしたい 

○子供と一緒にでき

る体験は必須 

○手作り陶器など作れる体験をしてみたい 
○アート施設にし、色んな体験をしたい 
○木工体験 
○ハンドメイドのでかいイベントをしてみたいです 
○小さい子供が簡単に手作りをしたり、体験できるといいです。 
親子でできるものもいいですね 

○座学の場、地球歴の事など 

新しものづくり 

体験 

○手作り体験 

○親子での体験も 

 必要 

○小さい子どもの雨の日の遊ぶ場所 
○涼を求めに（倉庫内は涼しい！）家族、友人とゆっくりおしゃべりでき

る空間 
○休日に家族で遊べる場所 
○2 歳の子供がいるので、雨の日や寒い日は屋内で、暑いときは外で水遊び

できる楽しい空間になると嬉しい。子ども同士、お母さん同士、集える

場所 
○休日に友人と出かけてゆっくり、お茶をしながら、子供を遊ばせながら

楽しいときを過ごす 
○友達と遊びたい 
○友人と遊びたい 
○友達と花火したい 
○子供が楽しめる空間 
○地域内外の人がいつもでも自由、気軽に触れ合える場として 
○もう少し広い広場にしたいです 
○ただのスペース。何かの時に利用する 

遊び場や憩いの場

として利用したい 

○子供同士、友人同士

の空間」 

○子供や友人と遊ん

だり、会話したりス

ペースが欲しい！ 

○スケートボードパークのある駅前公園建設 
○スケボーも一般の人に貸出をしてほしい 
○スケートランプがいつもあったら楽しいと思った。 

○ニセコ多目的ショッピングモール 
○倉庫を利用した店舗→飲食店や雑貨など 
○自然食のレストランや手作りの食品など、併設した手作りの体験のできる

場所として作家さんたちの集合場所 
○常設された施設があれば良い、町内外の人々の使用が常時必要 
○フリーショップスペースやテナントみたいに作品食べ物 
とか出店できる場所 

○音楽ホールなどステージ。結婚式などパーティホール 
○お店 
○Café など 
○コーヒーとか軽食の出店があるとなおうれしい。 
○コミュニティカフェのようなところ 

常設施設として 

利用したい 

○飲食店・ショッピン

グなどで常に利用。

○ホールとしての 

活用も有効！ 

●常設として 

（日常的に利用したい） 

スケートランプ
○スケートランプが

いつもあったら楽
しい 
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○お友達といろいろなイベントに参加したい 
○友人と一緒に楽しみたいから 
○イベントがあれば家族、友人と参加したい。 
○またみんなと来たい 
○いつでもこういうエリアがあるとうれしい 
○仲間や先輩達と楽しく 
○来年（次回）は是非、孫を連れてきます。 
○綺羅の湯を利用した後で家族や知人と利用したい 
○地元の人達と 
○ニセコに遊びに来てくれた人と一緒に来られる場所希望 

どのように 
過ごしたい？ 

 
○友人・家族と参加し

たい。楽しみたい 
 

○トイレがもう少し近くにあったら良いと思う 
○倉庫の中はだいぶ暑かった 
○音楽、一段上げてのステージがほしかった 
○外と違う内部空間は、興味あるスペースと感じ、 
可能性をも感じた 

○スポンサーシステムまたは売上の何パーセントか払うシステ    
ムも必要かと思います。とてもゆるく楽しめました。 

○ストローベイルのハイブリット工法で断熱施工すべき。外壁と内壁の

柱（躯体）を見せられる。ベイルの仕上がりも良い。 
○町営住宅を増やしてほしい 
○外と違う内部空間は、興味あるスペースと感じ、可能性をも 
 感じた 
○再見 
○こういった場所があること自体知られていないので、今回のようなイ

ベントを定期的に行い、定着しつつ告知していく→やがて来場者の中

に参加（様々な形で）していく人が出てくるので、今回以上にバラエ

ティに富んだイベントが出来るようになると思う。又、その中から倉

庫群の再活用についても思わぬアイディアが出てくるかも（いつも同

じメンバーでやっていると、アイディアに限界があるので） 
○年齢の若い方がそれぞれ自分にこだわり、一生懸命やっている姿に感

動しました。この情熱を 
○自営業の方の発表の場になればいいですね。 
 

その他の様々な
意見・感想 

 
○会場のトイレの 

設置 

○夏場の倉庫内の 

暑さ対策が必要 

○今回のイベント 

から倉庫への興味 

が増加！ 

○音楽ステージの 

設置 

○スポンサーシステ 

ムの運営方法の 

検討 

○自営業の発表の場 

○このような行事が行われることも大切とは思いますが、高齢者が 
もっと楽に来られるようになると良いですね 

 

「高齢者のため 

    の空間」
○高齢者への配慮 
 も必要 

●今回のイベントを 

通しての課題 
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問４．最後に、あなたの性別・年齢などについて教えてください 
（それぞれの項目についてお答えください。） 

 
 
問４－1.性別 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

問４－１　イベント来訪者の性別

男性( 32人 )
30.8%

女性( 70人 )
67.3%

無回答( 2人 )
1.9%

回答者数は 30 代女性が多め。 

（女性から見た評価が期待される調査結果に。） 
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問４―２．年齢 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○男女別イベント参加者数の年齢層 

 
 
 
 
 
 

問４－２．年齢

無回答(1人)
 1.0%

70代以上(2人)
 1.9% 10歳未満(4人)

3.8%

20代(5人) 4.8%

10代(9人) 8.7%

50代(11人)
10.6%

60代(12人)
 11.5%

40代(13人)
12.5%

30代(47人)
 45.2%

10歳未満 1 3.1% 3 4.3% 0 0.0% 4 3.8%

10代 2 6.3% 7 10.0% 0 0.0% 9 8.7%

20代 1 3.1% 4 5.7% 0 0.0% 5 4.8%

30代 13 40.6% 33 47.1% 1 50.0% 47 45.2%

40代 5 15.6% 8 11.4% 0 0.0% 13 12.5%

50代 4 12.5% 7 10.0% 0 0.0% 11 10.6%

60代 5 15.6% 7 10.0% 0 0.0% 12 11.5%

70代以上 1 3.1% 1 1.4% 0 0.0% 2 1.9%

無回答 0 0.0% 0 0.0% 1 50.0% 1 1.0%

合計 32 100.0% 70 100.0% 2 100.0% 104 100.0%

合計無回答女性男性
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問４－３.ご職業 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○男女別イベント参加者の職業 

 
 

会社員 12 37.5% 9 12.9% 1 50.0% 22 21.2%

主婦 0 0.0% 22 31.4% 0 0.0% 22 21.2%

自営業 5 15.6% 8 11.4% 0 0.0% 13 12.5%

 パート・アルバイト 0 0.0% 12 17.1% 0 0.0% 12 11.5%

公務員 6 18.8% 5 7.1% 0 0.0% 11 10.6%

その他 3 9.4% 7 10.0% 0 0.0% 10 9.6%

学生 3 9.4% 4 5.7% 0 0.0% 7 6.7%

無職・年金 2 6.3% 2 2.9% 0 0.0% 4 3.8%

農林業 0 0.0% 1 1.4% 0 0.0% 1 1.0%

無回答 1 3.1% 0 0.0% 1 50.0% 2 1.9%

合計 32 100.0% 70 100.0% 2 100.0% 104 100.0%

合計男性 無回答女性

問４－３．職業

その他(10人)
 9.6%

学生(7人)
 6.7%

無職・年金(4人)
3.8%

無回答(2人)
 1.9%

会社員(22人)
 21.2%

農林業
(1人) 1.0%

公務員(11人)
10.6%

パート
・アルバイト
(12人) 11.5% 自営業(13人)

 12.5%

主婦(22人)
21.2%
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問４－４.お住まいの地域 

 
 

 
 
 
 
 
 
○地域別イベント参加者人数 

 
 
 
 
 
 

問４－４　お住まいの地域

4人

40人

57人

道外

道内他市町村

ニセコ町内

人数

ニセコ町内 17 53.1% 40 57.1% 0 0.0% 57 54.8%

道内市町村 14 43.8% 25 35.7% 1 50.0% 40 38.5%

札幌市 6 18.8% 10 14.3% 0 0.0% 16 15.4%

倶知安町 3 9.4% 12 17.1% 1 50.0% 16 15.4%

黒松内町 1 3.1% 0 0.0% 0 0.0% 1 1.0%

南幌町 1 3.1% 0 0.0% 0 0.0% 1 1.0%

苫小牧市 2 6.3% 0 0.0% 0 0.0% 2 1.9%

洞爺湖 1 3.1% 0 0.0% 0 0.0% 1 1.0%

蘭越町 0 0.0% 1 1.4% 0 0.0% 1 1.0%

その他 0 0.0% 2 2.9% 0 0.0% 2 1.9%

道外 1 3.1% 3 4.3% 0 0.0% 4 3.8%

無回答 0 0.0% 2 2.9% 1 50.0% 3 2.9%

合計 32 100.0% 70 100.0% 2 100.0% 104 100.0%

合計女性 無回答男性

町外からの来訪が４割。 
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問４－５.どなたと一緒ですか 

 

 
 
 
 
 
 
 
○問４-６.一緒に来た人の人数は 

 
 
 
 
 
 
 
 

  

問４－５　誰と一緒にイベントに参加したのか

友人と一緒に参加
(28人) 26.9%

家族と一緒に参加
(66人) 63.5%

一人で参加,(8人)
7.7%無回答( 2人) 1.9%

0人 1人 2人 3人 4人 5人6人以上

0 19 16 22 5 2 2 0 66 63.5%

0 9 6 1 7 1 4 0 28 26.9%

8 0 0 0 0 0 0 0 8 7.7%

0 1 0 0 0 0 0 1 2 1.9%

合計

無回答

一人で来た

家族と一緒に

一緒に来た人の人数（回答者を含まない）
無回答

友人と一緒に

家族と一緒に 66 100.0%

37 56.1%

60歳以上の家族のいる 19 28.8%

10再未満の家族のいる

家族連れでの来訪が６割以上。 

家族連れのうち、「10 歳未満の子連れの家族」は５割以上。 
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２．ニセコ倉庫邑 2012 出展・出演者アンケート調査 

 
２－１．調査の目的 

 本調査は、ニセコ中央倉庫群の再活用に向けた実証実験プログラム「ニセコ倉庫邑 2012」に参加い

ただいた出展者や出演者を対象にアンケートを実施し、実際の倉庫群の活用を通じ、活用者の立場から

感じた問題や課題を把握するとともに、活用の可能性や手応えについての感想、意見をうかがい、今後

の中央倉庫群再活用の事業展開の参考とするものです。 
 
２－２．調査の実施概要 

 

◆調査実施日 ： 平成 24 年 7 月 8 日（日）  
◆配布・回収法 ： 会場での直接配布・回収（※会場で未配布の方は後日、郵送・回収） 
◆調査対象と回収数 

調査対象者 アート出展者 飲食テナント ステージ出演者 
ｽｹｰﾄﾎﾞｰﾄﾞﾗﾝﾌﾟ 

出展者 
配布数 15 組 15 組 8 組･23 名 1 組

回収数 12 組 12 組 4 組･8 名 1 組

 
 
２－３．調査内容 

 

 （１）「倉庫邑」イベントについて 

  ① 同様のイベントを企画した場合の参加の意思 

   ・イベントを企画した場合の参加の意向と参加する場合の立場・条件 ＝［問１・問２］ 
 
  ② イベントを通して感じた課題、改善点、アイディア 

   ・会場の広さ、必要な設備・備品、配置・搬入、お客さんへの配慮、イベント運営法など 
 ＝［問３］ 

 （２）「倉庫群」の再活用について 

  ① 活動者の立場としての倉庫群の活用法 

   ・活用の方法、活用頻度、活用のために整えるべき条件 ＝［問４］ 
 
  ② 倉庫群一帯の再活用に関する意見 

   ・再活用に関しての自由意見 ＝［問５］ 
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２－４．調査結果のまとめ 

 
（１）「倉庫邑」イベントについて 

① 同様のイベントを企画した場合の参加の意思 
 
 
 

・アート出展者、飲食テナント、ステージ出演者、スケートボードランプ出展者の回答者全員

が「また参加したい」と回答。 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

② イベントを通して感じた課題、改善点、アイディア 

 
  ◆ブースや会場の広さ 

 
 
 
 
 
 
 
  ◆設備や備品 

 
 
 
 
 
 
  

 回答者全員が「また参加したい」と回答。 

 

○ アート出展者の中には、次回は体験型での参加の希望もあり。 

○ 企画の段階から参加したいという希望者もあり。 

○ ステージ出演者は全員無償参加の意志があるが、昼食等のサービスを求め

る声も･･･。 

○ スケートボードのランプ出展は、多少の経費の出資があれば、基本的には

無償参加。 

 参加形態は、今回イベントと同内容での参加希望が大半。 

 

○ ギャラリーはもっと広い展示スペースの確保が求められている。 

○ 人数の多いバンドにはステージが若干窮屈。 

 ブースや会場の広さは基本的に満足。 

 

○ 飲食テナントからは、電気、水の確保についての要望は高い。 

○ トイレの必要性を訴える声も多数。 

○ 音楽ステージの設備は今回程度で良い。 

 屋内会場への照明の設置要望はほぼ全員。 



Ⅴ 実証事業（倉庫邑） 

- 47 - 
 

  ◆配置・搬入、衛生面等 

 
 
 
 
 
 

 
 
  ◆お客さんに迷惑をかけて気になったこと 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
  ◆イベントの運営方法 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
  ◆その他 

 
 
 
 
 
 

 

 

○ 楽器によってはスタッフによる搬入の手伝いが必要。 

○ 楽屋に楽器のおけるテーブルが必要。  

○ 衛生面は自己管理だが、水を確保できるとなお良い。 

 自己管理が基本。 場合によっては手伝いも必要。 

 

○ スムーズな楽器搬入のスタッフ体制が必要。 

○ 音楽のボリュームが大きくて会話が成立しない。  

 トイレが近くになくて不便。 

 車いす利用者への配慮が必要。会場出入り口のバリアフリー化。 

 日除けとなる休憩テント不足。（４張では手狭） 

 

○ 民間グループのお手伝いの参加の工夫もあると良い。 

○ 参加者を巻き込んだ準備・片付けで、主催者の負担軽減を。  

○ 早めの企画で参加者による告知の充実を。 

 ８時間開催は長い（アート）。 

演奏５～10分前に呼び込みアナウンスが欲しい。 

開催前に合同の打合せの場を。 

 

○ 屋外でも音楽を楽しめる空間づくりを。 

○ 自分の特技を活かした体験企画も考えたい。  

○ イベントではなく一年中この雰囲気な場所があれば 高。 

 倉庫邑イベントを続けて欲しい。 
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（２）「倉庫群」の再活用について 

① 活動者の立場としての倉庫群の活用法 

 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ ものづくりの場（工房）としての利用希望者もあり。 

○ 月１回～年数回程度の展示・ギャラリー利用の希望あり。  

○ 常設利用は建物全体をオープンなアートスペースとして希望 

○ 施設条件として、照明設備は必須。 

展示・販売、ショールーム、作品の情報発信の場としての活用が多数。

アート 

 

○ 練習での活用希望者も数名あり。 

○ ライブでの活用は、１回/月～２回/年程度 。 

○ 練習での活用は、１～２回/月程度 。 

○ 施設条件としては、各自持ち込みで対応するが、 低限のＰＡ機器は必要。

○ 音楽と一緒にフードやドリンクを楽しめる環境を。  

「自分たちで企画したライブ会場として活用したい」多数。  

音楽ステージ 

 

○ 常設型のテナント希望者も有り。  

○ 施設条件として、トイレ、水、電力の確保は必要。 

○ 飲食店営業許可が必要。 

期間限定テナントやワンデイシェフなどのスポット的利用希望者多数。 

飲食テナント 

 

○ 施設としては、コンクリートでスケートパークを作ってほしい。  

夏場にスケートボードの練習の場として活用したい。  

スケートボード 
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② 倉庫群一帯の再活用に関する意見 

 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

 

○ 倉庫全てを使って様々なイベントを仕掛ける。  

○ 気軽に来ることの出来るいろいろなイベント利用 。 

○ 年一回の倉庫群クラフトフェスタの開催。 

○ 子どもも一緒にできる体験。 

今回のようなイベントが毎月、季節ごとにあってもいい！ 

イベント利用 

 

○ 学びの為の施設として活用を！  

○ コンサート、演劇、文化芸術と食の場。－歴史や記憶を活かして！ 

○ 立体作品の置き場として活用  

○ 常設のスケートボードランプ＆パークを！  

○ 一流アーティストのレコーディングスタジオを誘致。  

○ 漬け物工場・販売所  

○ 屋外のガーデニング  

ニセコの歴史として活用する。－歴史や記憶を活かして！ 
常設利用 
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３ 企画・準備資料 

 

 企画・準備資料を以下に綴ります。 
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イベント名：『ニセコ倉庫邑2012』
日時：7月8日（日）　10：00～18：00
会場：ニセコ町中央倉庫群（旧でんぷん工場とその周辺）
主催：ニセコ倉庫邑実行委員会（実行委員長：小野剛良）

※紹介文については、掲載スペースの都合上、一部再構成する可能性があります。

出品物の簡単な紹介
（100字程度）

（ ） （ ）

住所：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　℡：

e-mail：　　　　　　　　　　　ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞｱﾄﾞﾚｽ：

Art（屋外） ※本データはイベントのポスター及びチラシなどに掲載され、広域に配布されます。

出品物の概要
（タイトル等でも可）

住所/電話番号
（その他連絡先）

体験型イベント『ニセコ倉庫邑2012』出品・出店準備確認シート

（フリガナ）

出品者氏名

（フリガナ）

会社・組織名

※基本的には終日ご参加願いたいのですが、出店が難しい時間帯がありましたらご記入下さい。(例：17:00～18:00)

その他事務局への
お問い合わせ

実施にあたって
必要な空間

・確保したい空間面積：（　　　）ｍ　×　（　　　）ｍ

（面積はテント１張程度のスペースを確保できます。）
・その他空間として求めることがら：

実施にあたっての
必要な準備

・出品者さま側でご準備いただけるもの：

写真（画像データ）
の提出方法

　　　Ｅメール　・　郵送　・　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　）

出店不可の時間帯

※会場には電源・
給排水設備は
ありません。

・事務局側に準備をお願いしたいもの：
　　・長テーブル（180×45）：（　　　　脚）　　・パイプ椅子　：（　　　　脚）
　　・テント（240×480）：（　　要　　・　　不要　　）
　　・そのほか：

ＰＲ写真・ロゴ等の有無
（顔・作品写真・
ロゴマークなど）

　　　有　　・　　無

・テーブル

・椅子

・備品
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イベント名：『ニセコ倉庫邑2012』
日時：7月8日（日）　10：00～18：00
会場：ニセコ町中央倉庫群（旧でんぷん工場とその周辺）
主催：ニセコ倉庫邑実行委員会（実行委員長：小野剛良）

出品物の簡単な紹介
（100字程度）

住所：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　℡：

e-mail：　　　　　　　　　　　ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞｱﾄﾞﾚｽ：

出品物の概要
（タイトル等でも可）

住所/電話番号
（その他連絡先）

・電源を使用するもの：（ 有り ・ 無し ）
※紹介文については、掲載スペースの都合上、一部再構成する可能性があります。

体験型イベント『ニセコ倉庫邑2012』出品・出店準備確認シート

（フリガナ）

出品者氏名

（フリガナ）

会社・組織名

Art（展示） ※本データはイベントのポスター及びチラシなどに掲載され、広域に配布されます。

その他事務局への
お問い合わせ

　　　有　　・　　無

写真（画像データ）
の提出方法

ＰＲ写真・ロゴ等の有無
（顔・作品写真・
ロゴマークなど）

　　　Ｅメール　・　郵送　・　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　）

・事務局側に準備をお願いしたいもの：
　　・長テーブル（180×45）：（　　　　脚）　　・パイプ椅子　：（　　　　脚）
　　・パーティション（180×90）：（　　　　枚）・そのほか：

電源を使用するもの：（ 　有り 　 　無し ）
　→有りの場合：必要電圧（　　　）ボルト　／　総出力（　　　）ワット
・その他特殊なもの：

・出品者さま側でご準備いただけるもの：

実施にあたっての
必要な準備

・テーブル

・椅子

・パーティション

・電源

・備品

など
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イベント名：『ニセコ倉庫邑2012』
日時：7月8日（日）　10：00～18：00
会場：ニセコ町中央倉庫群（旧でんぷん工場とその周辺）
主催：ニセコ倉庫邑実行委員会（実行委員長：小野剛良）

（フリガナ）

メンバー氏名
構成メンバー全員の氏名を記載してください。

・終日の時間帯どこでも？：　（　OK　　・　　NG　　）
　→終日ご無理な方は可能な時間帯をお記し願います。

実施にあたっての
必要な準備

・出品者さま側でご準備いただけるもの：

演奏時間

※演奏時間は1グループ20分程度を予定していますが、多少の前後は可能ですのでご相談ください。

体験型イベント『ニセコ倉庫邑2012』出品・出店準備確認シート

Music ※本データはイベントのポスター及びチラシなどに掲載され、広域に配布されます。

（フリガナ）

グループ名・個人名

代表連絡先

電話番号または、メールアドレスやFacebookのURLでも可です。ない場合は「なし」と記入してください。

演奏曲タイトル

全ての曲名を記載してください。

団体（個人）及び
演奏曲紹介文

（100字程度）

※紹介文については、掲載スペースの都合上、一部再構成する可能性があります。

・事務局側に準備をお願いしたいもの：

※出演時間は事務局で調整しましてご連絡いたします。

ご出演可能時間帯

その他事務局への
お問い合わせ

ＰＲ写真の有無 　　　有　　・　　無

写真（画像データ）
の提出方法

　　　Ｅメール　・　郵送　・　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　）
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イベント名：『ニセコ倉庫邑2012』
日時：7月8日（日）　10：00～18：00
会場：ニセコ町中央倉庫群（旧でんぷん工場とその周辺）
主催：ニセコ倉庫邑実行委員会（実行委員長：小野剛良）

（ ） （ ）

体験型イベント『ニセコ倉庫邑2012』出品・出店準備確認シート

Food ※本データはイベントのポスター及びチラシなどに掲載され、広域に配布されます。

（フリガナ）

出店者氏名

（フリガナ）

店舗名

住所/電話番号
（その他連絡先）

住所：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　℡：

e-mail：　　　　　　　　　　　ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞｱﾄﾞﾚｽ：

出品物概要
（フードジャンルなど）

出品物の簡単な紹介
（100字程度）

※紹介文については、掲載スペースの都合上、一部再構成する可能性があります。

その他事務局への
お問い合わせ

実施にあたって
必要な空間

・確保したい空間面積：（　　　）ｍ　×　（　　　）ｍ
（面積はテント１張程度のスペースを確保できます。移動ワゴン等の場合はその大きさを記入して下さい。）

・その他空間として求めることがら：

ＰＲ写真・ロゴ等の有無
（顔・作品写真・
ロゴマークなど）

　　　有　　・　　無

写真（画像データ）
の提出方法

　　　Ｅメール　・　郵送　・　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　）

 ※保健所の許可が必要な方（または店舗）は、各自所定の手続きをお願いいたします。

出店不可の時間帯

※基本的には終日ご参加願いたいのですが、出店が難しい時間帯がありましたらご記入下さい。(例：17:00～18:00)

※会場には電源・
給排水設備は
ありません。

・事務局側に準備をお願いしたいもの：
　　・長テーブル（180×45）：（　　　　脚）　　・パイプ椅子　：（　　　　脚）
　　・テント（240×480）：（　　要　　・　　不要　　）
　　・そのほか：

実施にあたっての
必要な準備

・出品者さま側でご準備いただけるもの：

・テーブル

・椅子

・備品
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イベント名：『ニセコ倉庫邑2012』
日時：7月8日（日）　10：00～18：00
会場：ニセコ町中央倉庫群（旧でんぷん工場とその周辺）
主催：ニセコ倉庫邑実行委員会（実行委員長：小野剛良）

体験型イベント『ニセコ倉庫邑2012』出品・出店準備確認シート

（フリガナ）

出品者氏名

（フリガナ）

会社・組織名

・確保したい空間面積：（ ）ｍ × （ ）ｍ

出品物の簡単な紹介
（100字程度）

住所：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　℡：

e-mail：　　　　　　　　　　　ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞｱﾄﾞﾚｽ：

Art（旧でんぷん工場内） ※本データはイベントのポスター及びチラシなどに掲載され、広域に配布されます。

出品物の概要
（タイトル等でも可）

住所/電話番号
（その他連絡先）

※紹介文については、掲載スペースの都合上、一部再構成する可能性があります。

写真（画像データ）
の提出方法

ＰＲ写真・ロゴ等の有無
（顔・作品写真・
ロゴマークなど）

　　　Ｅメール　・　郵送　・　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　）

・電源を使用するもの：（　　有り　　・　　無し　　）
　→有りの場合：必要電圧（　　　）ボルト　／　総出力（　　　）ワット
・その他特殊なもの：

実施にあたって
必要な空間

確保したい空間面積：（　　　）ｍ　× （　　　）ｍ
（旧でんぷん工場内のブースでは、基本的に3m×2.5mのスペースを確保できます。）
・その他空間として求めることがら：

その他事務局への
お問い合わせ

出店不可の時間帯

※基本的には終日ご参加願いたいのですが、出店が難しい時間帯がありましたらご記入下さい。(例：17:00～18:00)

・事務局側に準備をお願いしたいもの：
　　・長テーブル（180×45）：（　　　　脚）　　・パイプ椅子　：（　　　　脚）
　　・パーティション（180×90）：（　　　　枚）・そのほか：

　　　有　　・　　無

実施にあたっての
必要な準備

・出品者さま側でご準備いただけるもの：・テーブル

・椅子

・パーティション

・電源

・備品

など
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